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≪平成27年度第3回理事会議事録より≫ 

平成27年10月27日（火）、我孫子市けやきプラザ8階大会議室で第3回理事会が開催され、岡村理事長、高橋・

高萩・清水副理事長、佐野、月岡の各理事及び事務局から柴田、横澤、宮崎の各氏が出席して概ね下記の事柄が

話し合われました。 

 

(1)　第13回全国大会（東京江東大会）の成果と反省の概略 

・初参加の6楽団を含め20楽団、336名が15ステージで演奏した。ステージリハはなかったが、会場の音響の 

　良さもあって落ち着いた演奏を披露して頂けた。 

・どの楽団も素晴らしい演奏をしており、長足の進歩が感じられる意義ある大会だった。 

・入場券が700枚近く売れた割には観客がイマイチで、集客に問題を残した。 

・地元楽団が出来たばかりで、地元の集客力がないのは致し方なかった。 

・各楽団から舞台係りを募ったのは、自分たちで全国大会を運営するという意味で有意義だった。 

・館内が迷路のようだったという不満が多く、楽団員の誘導の面で課題を残した。誘導係りは、できれば地元の 

　ボランティアにお願いしたい。 

・実行委員が実質4名で、一部の委員に仕事が集中した。今後の課題である。次回は、実行委員会をもっと充実 

　させたい。 

(2)　第14回全国大会について 

・第14回全国大会は平成29年秋に市川市文化会館大ホールで行う予定で、10月中旬を考えている。 

(3)　本年度年間計画の進捗状況 

・本年度のメインイベントであるハワイツアーと全国大会を滞りなく遂行できた。 

・楽器別担当者の研修会はハワイツアーに関連して4回実施できた。来年度は今年の延長として各団を横断した 

　楽器別研修会を企画したい。 

・今年度は上記イベントに全力を投入したので新規の楽団設立はなかったが、候補は上がっており、徐々に進め 

　てゆきたい。 

(4)　平成28年度連盟総会について 

・3月に、市川市文化会館で行う予定で、総会だけでなく記念行事なども企画したい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　《訃報》 

本連盟顧問の笹森敏明先生が、去る11月17日に永眠されました。謹んでお悔やみ申し上げます。先生は武蔵野

音楽大学作曲科卒業で、桐朋音楽大学で指揮法も学ばれました。 

先生は、連盟傘下の4楽団のご指導をされておられ、後任の先生は下記の通りです。 

足立シニアアンサンブル＝五十嵐淳先生　　千葉シニアアンサンブル＝大野悦男先生 

市川シニアアンサンブル＝大野悦男先生　　我孫子シニアアンサンブル＝成島弘先生 

☆去る11月23日（通夜）24日（告別式）には、全シ連関係者を中心に200名以上がが参列

しました。 


